
広報

発行所/富山県魚津市釈迦堂1丁目10番l号魚津市役所(干937)(宮0765-22-2200)1部定価20円



第三種郵便物認可…...・H ・・ .....昭和53年12月1日発行広報うおづ…あなたと市政をむすぷ

(
富
山
県
知
事
・
富
山
県
教
委
表
彰
)

叙

勲

V
勲
六
等
単
光
旭
日
章

魚
津
市
双
葉
町
四
番
三
号

坂
本
清
岳
民
(
花
歳
)
社
会
福
祉
法
人

吉
島
保
育
園
理
事
長
兼
園
長

【功
績
】

永

年

に
わ
た
り
、
保
育
事

業
の
必
要
性
を
深
く
認
識
し
、
私
財
を

投
入
し
て
川
原
保
育
園
、
上
口
保
育
園
、

吉
島
保
育
園
を
開
設
し
、
経
営
の
円
滑

化
に
努
め
、
児
童
福
祉
の
推
進
に
尽
く

さ
れ
た
。厚
生
大
臣
表
彰

V
民
生
児
童
委
員
功
労

魚
津
市
真
成
寺
町
四
番
六
号

谷
川
寛
徳
氏
(
侃
歳
)
魚
津
市
民
生
児

童
委
員
協
議
会
長

永
年
に
わ
た
り
、
市
の
民
生
児
童
委

員
と
し
て
、
保
護
指
導
に
努
め
、
優
れ

た
指
導
者
と
し

て
地
域
福
祉
活

動
の
推
進
に
尽

く
さ
れ
た
。

V
優
良
看
護
職
員
功
労

富
山
県
知
事
表
彰

V
職
能
功
労

魚
津
市
鉢
一

、
七
六
九
番
地

松
岡
庄
之
助
氏
(
臼
歳
)

(
県
営
林
管
理
員
)

【功
績
】

県
営
林
の
保
育
管
理
に
精

励
、
地
域
住
民
に
対
す
る
造
林
普
及
に

尽
く
さ
れ
た
。

V
厚
生
功
労

魚
津
市
双
葉
町
二
番
一
三
号

鈴
木
慶
三
氏

(η
歳
)

(
魚
津
准
看
護
学
員
長
)

【功
績
】

昭
和
三
十
五
年
以
来
准
看

護
学
院
長
と
し
て
、
五
百
二
十
九
人
の

准
看
護
婦
の
養
成
に
尽
く
さ
れ
た
。

富
山
県
教
育
委
員
会
表
彰

V
富
山
県
近
視
予
防
優
良
校

魚
津
市
立
道
下
小
学
校

校

長

椿

義

夫

【功
績
】

昭
和
四
十
九
年
か
ら
児
童

の
近
視
予
防
推
進
に
努
め
、
優
れ
た
成

果
を
あ
げ
ら
れ
た
。

V
優
良
学
校
ク
ラ
ブ

富
山
県
立
魚
津
高
等
学
校
新
聞
部

部
長

清
水
充
郎

【功
績
】

昭
和
二
十
四
年
部
創
立
以

来
部
員
が
一
致
協
力
し
て
新
開
発
行
に

努
め
、
九
十
号
に
及
ぶ
優
れ
た
制
作
活

動
の
実
践
に
尽
く
さ
れ
た
。

V
優
良
社
会
教
育
団
体

一
般
会
計
に

一
億
三
千
三
百

十
三
万
二
千
円
を
追
加

に
な
っ
た
、
魚
津
市
立
坪
野
小
学
校
の

改
築
事
業
費
四
千
五
百
六
十
万
三
千
円

と
、
魚
津
市
立
東
部
中
学
校
の
改
築
事

業
費
六
千
七
百
三
十
万
六
千
円
を
計
上

し
、
又
小
口
事
業
資
金
と
し
て
、
二
千

万
円
を
予
託
し
、
中
小
企
業
者
の
景
気

浮
揚
対
策
及
び
設
備
資
金
の
貸
付
枠
を
、

大
幅
に
増
や
し
、
商
工
業
の
振
興
に
寄

与
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
、
諸
収
入
及
び
市
債
を
充

当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

口
五
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
幹
桔
正
予
算

口
五
十
三
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会

品
論
正
予
算

口
五
十
三
年
度
水
道
事
業
金
端
正
予

魚
津
市
連
合
婦
人
会

会
長
大
愛
和
歌
子

【功
績
】

地
域
の
発
展
と
、
婦
人
の

資
質
向
上
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
婦
人

会
活
動
の
積
極
的
な
、
振
興
に
尽
く
さ

れ
た
。

(2) 

V
優
良
体
育
ス
ポ
ー
ツ
団
体

魚
津
整
美
体
操
ク
ラ
ブ

部
長
行
沢
美
津
子

【功
績
】

昭
和
四
十
四
年
ク
ラ
ブ
設

立
以
来
、
婦
人
の
体
力
つ
く
り
運
動
を

積
極
的
に
推
進
し
、
本
市
の
体
育
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

霊
園
重
量
霊
園
墨
田
霊
喜
一
霊
園
量
霊
重
要
醤
霊
室
思
墨
書
霊
霊
霊
雲
冨
霊
吾
妻
一
墨
田
霊
童

算
口
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

口
職
員
退
職
年
金
等
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

口
字
の
区
域
の
廃
止
に
つ
い
て

口
五
十
二
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

口
五
十
二
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

口
五
十
二
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

口
五
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
口
五
十
二
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

口
五
十
二
年
度
魚
津
駅
前
広
場
駐
車
場

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て



に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
、
北
国
特
有
の
生

活
の
智
恵
か
ら
生
れ
た
、
必
死
の
努
力

の
結
果
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
実
際
上
は
、
ま
だ
ま

だ
住
宅
不
足
は
否
め
な
い
の
が
現
状
で

す
。
現
在
市
の
人
口
は
四
九
、
三
五
五

人
、
世
帯
数
は
一
二
、
七
六
八
世
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
お
二
千
世
帯
以

上
の
世
帯
が
公
営
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
等

に
住
ま
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
に
は
十
四
ケ
所
に
六
三
五
戸
の
市

営
住
宅
が
あ
り
ま
す
が
、
応
募
数
は
、

こ
こ
二

・
三
年
一

・
五
倍
を
下
ら
ず
、

そ
の
需
要
に
応
じ
き
れ
な
い
の
が
現
状

で
す
。
こ
の
た
め
昭
和
五
十
二
年
度
に

は
青
島
地
内
に
、
新
し
く
鉄
筋
四
階
建

第三種郵便物認可・・.

す
市
営
住
宅
の
建
設

まtu 

V
市
の
住
宅
事
情

富
山
県
は
全
国
で
も
一
・
二
位
を
争

う
持
家
率
を
誇
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
一
年
の
三
分
の
一
を
雪
の
中

…あなたと市政をむすぷ

し駒

.建設中の青島市営住宅

V
市
営
住
宅
の
供
給

昭和53年12月1日発行広報うおづ

‘今年の市営住宅建設の平面図

しもて
た引十
。き六
続戸
いを
て建
二設
十し
四
戸さ
をら
建に
き叫 7K" 

し年
ま度

V
新
市
営
住
宅
の
概
要

こ
の
住
宅
は
六
帖
二
問
、
三
帖
、
食

堂
兼
台
所
、
浴
室
等
の

3
D
K
住
宅
で
、

上
下
水
道
、
ガ
ス
完
備
の
ほ
か
、
レ
ン

ジ
台
、
換
気
扇
、
流
し
台
な
ど
が
設
備

さ
れ
て
お
り
、
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
物
干

し
金
物
も
つ
い
て
い
ま
す
。

昨
年
入
居
さ
れ
た
方
が
た
か
ら
、
ク

ー
ラ
ー
用
予
備
配
管
ま
で
設
備
さ
れ
た

住
居
に
、
親
切
で
ゆ
き
と
ど
い
た
設
計

だ
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

V
こ
れ
か
ら
の
計
画

今
年
の
二
十
四
戸
に
つ
い
て
は
、
来

年
二
月
に
入
居
希
望
者
を
募
る
予
定
で

す
が
、
今
後
も
、
他
市
町
村
か
ら
の
人

口
の
流
入
、
核
家
族
化
に
よ
る
世
帯
分

離
等
を
予
想
し
、
住
宅
建
設
五
か
年
計

画
の
も
と
に
、
来
年
度
も
青
島
地
内
に

二
十
四
戸
の
住
宅
を
建
設
す
る
予
定
で

い
ま
す
。

住
宅
の
需
要
と
供
給
に
対
す
る
バ
ラ

ン
ス
は
必
ず
し
も
安
定
し
て
い
る
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
今
後
住
宅
需
要
に
ど
う

応
え
て
い
く
か
、
市
政
の
中
で
も
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

…
農
林
産
物
品
評
会
の

…
入
賞
者
つ
ぎ
の
と
お
り
.

一

。

果

実

の

部

一

…
優
等
り
ん
ご
加
積
川
西
清
吉
…

一

一

等

り

ん

ご

四
H

畠
山
正
一

柿

西

布

施

元

野

隆

一

一

@

そ

さ

い

の

部

一

一
優
等
白
菜
下
中
昂
石
倉
助
右
ヱ
門

一

一
一
等
大
根
上
野
方
大
沢
一
男
一

白
菜
下
中
島
明
歩
谷
由
忠

・

一

@

穀

物

そ

の

他

の

部

一

一
優
等
梗
玄
米
松
倉
斉
木
隆
助
一

二

等

大

豆

経

団

石

崎

彦

雄

一

一

@

林

産

物

の

部

一

一
優
等
し
い
た
け
松
倉
政
二
善
二

一
一
等
わ
さ
び
片
員
大
江
源
治
一

一

。

葉

た

ば

こ

の

部

.

一

優

等

西

布

施

山

本

正

治

一

一

一

等

西

布

施

谷

口

民

之

一

上
中
晶
石
倉
助
右
ヱ
門
一

一

。

生

活

改

善

の

部

一

一
優
等
五
目
お
こ
わ

-

-

加
積
婦
人
部
米
田
百
々
代
一

一

一

等

福

も

ど

き

.

西
布
施
婦
人
部
武
田
喜
代
子

一

-

ご
は
ん
入
り
オ
ム
レ
ツ

一

経
団
婦
人
部
上
田
き
く
一

)

i
i

』向。

| 平面図 | 
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五
十
三
年
度
上
半
期
(
五
十
三
年
四

月
一
日

1
五
十
三
年
九
月
三
十
日
)
の

市
の
財
政
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
の
収
入

・
支
出
の
状
況

な
ど
財
政
状
態
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
六
月
と
十
二
月
の
二
回

公
表
さ
れ
る
も
の
で
す
。

つ
ぎ
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

当
初
予
算
と
補
正

五
十
三
年
度
当
初
予
算
は
、
七
十
億

四
百
七
十
万
円
で
前
年
度
の
当
初
予
算

と
比
較
し
て
十
四

・
八
%
の
伸
び
率
で

し
た
。
そ
の
後
四
回
の
補
正
に
よ
り
総

額
七
十
四
億
八
千
百
七
十
五
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
同
期
と
比
較

し
て
、
十
五
・
一
%
の
増
加
で
あ
り
ま
す
。

補
正
の
主
な
も
の

五
十
三
年
度
上
半
期
の
歳
入
の
補
正

の
お
も
な
も
の
は
、
市
税
二
千
七
百
八

十
万
円
、
地
方
交
付
税
三
千
五
百
八
十

三
万
円
、
分
担
金
と
負
担
金
二
千
六
百

七
十
八
万
円
、
県
支
出
金
二
千
百
六
十

淘

J

hv
建
設
中
の
上
中
島
小
学
校
体
育
館

% 

収
入
・支
出
割
合

収
入
・支
出
済
額

〔

U
予

算

9月末における収支状況

五
万
円
、
財
産
収
入
二
千
三
百
二
万
円
、

繰
越
金
二
億
五
千
三
百
三
十
八
万
円
、

諸
収
入
三
千
四
百
十
三
万
円
、
市
償
五

千
四
百
六
十
万
円
な
ど
が
増
額
さ
れ
ま

し
た
が
、
国
の
補
助
事
業
の
一
部
が
認

承
減
に
併
い
、
国
庫
支
出
金
五
百
七
十

二
万
円
の
減
額
が
あ
り
ま
す
。

歳
出
の
お
も
な
も
の

災
害
復
旧
費
に
四
千
五
百
二
十
八
万

円
、
道
路
、
橋
、
河
川
等
の
維
持
補
修

費
と
保
育
所
運
営
費
等
二
千
六
百
六
十

二
万
円
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
子
託
金

客員

100% 90 

市民の市税負担状況

80 

人口 49.327人
世帯数 12.738世帯
(昭和53年9月30日現在)

70 60 50 

二
千
万
円
、
水
族
館
調
査
費
四
千
万
円
、

国
民
健
康
保
険
繰
出
金
一
千
万
円
、
ま

た
、
建
設
事
業
費
は
、
道
路
新
設
改
良

事
業
三
千
万
円
、
洗
足
学
園
用
地
買
収

費
等
一
億
円
、
上
中
島
小
学
校
用
地

買
収
費
等
三
千
四
百
七
十
五
万
円
、
農

村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
一
千
三
十
二

万
円
、
都
市
改
造
事
業
費
一
千
五
百
八

十
万
円
、
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

な
お
九
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。

(4) 
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市債の状況

土

7憶7.665万円

5憶1.256万円

4f意7.530万円

債

債

債

育

木

故

教

縁

A建設中の吉島小学校校舎

消防償5.906万円
火災復旧債3.674万円
転貸債 315万円

市債総額 28億5，375万円
住民1人当り負担額 57，854円

円
円
円

万
万
万

司

L
n
U
F
D

唱

l
a斗

qd

唱
l
n
3
n
H
U

守
，
e
F
h
U
F
h
U

債
債
償

業
策
方

車
庖
叫
川

v
h也

林
郁
別

白
骨
財
特

土 士也 建 物
¥ 

523，306m2 119，087m2 

~ず ぜ陸場
有価証券96そ5千の円他 基 金
54， 377，868千円

謬参 霊安
ノ

市有財産の状況

一
時
借
入
金
な
し

5憶3.749万円北陸銀行

5f意7.480万円

14憶949万円

省

省

政

蔵

郵

大

特別会計予算執行状況(9月末)

会計区分 予算額
執行状況

収入済額収入割合支出済額支出割合
万円 万円 万円

下水道事業 1，686 274 16.3 216 12.8 

簡易水道事業 1，340 387 28.9 421 31.4 

国民健康保険事業 13億4，993 4億9，939 37.0 4億6，330 34.3 

農業共済事業 1!t2，378 6，891 55.7 1，845 14.9 

メ口入 計 15!t0，397 5a7，491 38.2 4!t8，812 32.4 

歳出

区 分 予算額 支出済額 支出割合

万円 万円 % 

民 生 費 14f!3，950 6f!1，350 42.6 

土 木 費 14f!2，417 3f!5，849 25.2 

教 育 費 13f!8，609 3億3，854 24.4 

総 務 費 9f!6，337 4f!5，888 47.6 

農林水産業費 8億6，700 2f!0，621 23.8 

ム1:: {貴 費 3f!5，448 l億3，759 38.8 

衛 生 費 2億2，533 9，822 43.6 

商 工 費 2f!2，166 l億3，514 61.0 

災害 復 |日 費 l也5，860 2，767 17.4 

消 防 費 1f!5，262 6，673 43.7 

議 ~ 費 l億2，050 5，564 46.2 

労 働 費 1f!1，665 5，416 46.4 

予 {庸 費 5，000 

諸 支 出 金 178 115 64.6 

言十 74億8，175 25f!5 ， 192 34.1 

53年度一般会計収支状況(9月末)

区 分 予算額 収入済額 収入割合

万戸l 万円

市 手見 19f!4，435 101!1，875 

国庫 支 出 金 16f!5，713 4f!6，467 28.0 

地方 ヲヌaマ‘ 付 税 111!7 ，583 9f!2，717 78.9 

市 {責 10a1 ，630 

県 支 出 金 5f!7 ，608 1!t3，180 22.9 

繰 越 金 4f!0，338 4億0，338 100.0 

分担金及び負担金 2!t1 ，385 7，773 36.3 

諸 ~y. 入 1億7，391 3，007 17.3 

使用料及び手数料 I億1，518 5，727 49.7 

Rオ 産 収 入 7，009 3，079 43.9 

地方 譲 与 税 5，100 1，487 29.2 

自動車取得税交付金 5，100 2，508 49.2 

娯楽施設利用交付金 1，500 577 38.5 

寄 付 金 938 571 60.9 

交通安全対策特別交付金 927 

計 74惚8，175 31億9，306 42.7 

(5) 

歳入
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魚津市水昭和53年
度上半期

道事業の状況
昭
和
五
十
三
年
度
上
半
期
の
水
道
事

業
会
計
の
業
務
状
況
が
公
表
さ
れ
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

@
業
務
の
状
況

(九
月
末
現
在
)

給
水
人
口
三
二
、
九
二
九
人

給

水

戸

数

八

、
O
三
二
戸

給
水
量
一
、
六
七
五
、
七
二
六
立
方
灯

新
設
給
水
工
事
二
九
五
件

。
会
計
の
状
況

(
九
月
末
現
在
)

昭
和
五
十
三
年
度
九
月
末
の
損
益
収

支
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

損益収支状況

科目 予算額 収入額 割合

収 千円 千円 % 
給水収益 156.480 79.916 51.0 

受託JJI収益 24，937 12，641 50.1 
入
その他収益 3.833 1.891 49.3 

合計 185.250 94，448 50.1 

科目 予算額 支出額 割合

支
給水費用 37.9千9円2 15，9千1円4 41% 9 

受託工司~W 20，975 9.601 45.8 

出 総係資 68.877 31.828 46.2 
その他費用 57.228 18.103 31.7 

合計 185，072 75，446 40.8 

。
建
設
改
良
工
事

今
年
度
は
建
設
改
良
工
事
と
し
て
事

業
費
八

O
、

0
0
0千
円
を
計
画
し
て

い
ま
す
が
、
九
月
末
ま
で
に
、
主
な
も
の

と
し
て
次
の
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
0

.
大
海
寺
農
道
配
水
管
布
設
工
事

五
六
四
灯

四
、
七
五

O
千
円

・
都
計
三
・
一五
号
線
配
水
管
布
設
工
事

一
九
八
灯

一

、
五

O
O千
円

・
都
計
三

・
二

・
一
七
号
線
配
水
管

布
設
工
事

一
三
八
日

二
、
五
七

O
千
円

・
都
計
三
二
号
線
配
水
管
布
設
工
事

二
四
六
口

二
、
八
三

O
千
円

.
六
郎
丸
三
号
線
配
水
管
布
設
工
事

二
二
五

μ

一
、
三
七

O
千
円

.
吉
島
五
号
線
配
水
管
布
設
工
事

一
四
八

μ

一
、

O
六
O
千
円

.
都
計
六
号
線
配
水
管
布
設
工
事

九
二

μ

四
六

O
千
円

.
都
計
五
号
線
配
水
管
布
設
工
事

三
二
八
灯

六
、
六
二

O
千
円

.
市
道
青
島
線
配
水
管
布
設
工
事

一
五
三
灯

二
、
二
六

O
千
円

.
農
道
青
島
線
配
水
管
布
設
工
事

四
四
一

μ

三
、
五
六
五
千
円

.
北
鬼
江
青
島
線
配
水
管
布
設
工
事

二
四
五
灯

六

、
八
八
四
千
円

.
紺
屋
友
道
線
配
水
管
布
設
工
事

二
O
四

μ

一
、
九
六
O
千
円

...配水管布施工事

冬
期
間
に
お
け
る

注
意
事
項

。
水
道
管
の
破
裂
に
注
意

気
温
が
氷
点
下
に
な
り
ま
す
と
水
道

が
凍
っ
て
破
裂
し
ま
す
か
ら
、
水
道
管

が
む
き
出
し
の
と
こ
ろ
、
或
は
、
風
あ

た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
や

蛇
口
の
部
分
は
保
温
材
を
と
り
つ
け

水
道
の
水
が
凍
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

@
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を
し

っ
か
り
と
ま
き
つ
け
て
、
応
急
手
当
を

し
て
か
ら
、
速
や
か
に
市
水
道
局
か
指

定
工
事
庖
へ
連
絡
し
修
理
を
し
て
く
だ

さ
い
。

。
水
道
が
凍
結
し
た
と
き

タ
オ
ル
等
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
と
か

し
ま
す
。
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水

道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

『
積
雪
期
の
メ
ー
タ
ー

検
針
に
つ
い
て
』

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、
二
か
月
毎
に

定
め
ら
れ
た
日
に
検
針
し
て
い
ま
す
が
、

冬
期
間
降
雪
が
多
く
て
、
検
針
が
で
き

な
い
と
き
は
水
道
料
金
の
算
定
を
前
回

の
検
針
と
同
じ
使
用
量
で
料
金
を
納
め

て
い
た
だ
い
て
、
後
日
メ
ー
タ
ー
の
検

針
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、

料
金
の
精
算
を
し
て
、
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『水
道
メ
ー
タ
ー
器
の

管
理
に
つ
い
て
』

水
道
メ
ー
タ
ー
器
は
、
最
初
に
申
込

者
の
了
解
を
得
て
工
事
施
行
の
際
、
最

も
検
針
し
や
す
い
場
所
に
取
付
け
ま
す

が
最
近
家
屋
の
増
改
築
や
、
庭
園
造
り

な
ど
で
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
し
た
り
土
砂
の
下
敷
に
な

っ
た
り
し
て
、
検
針
や
漏
水
修
理
或
は

メ
ー
タ
ー
器
の
取
替
え
が
出
来
な
く
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
メ
ー
タ
ー
器
の
移

設
や
部
分
的
な
堀
上
げ
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
、
工
事
費
は
使
用
者

側
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
増
改
築
、

そ
の
他
で
メ
ー
タ
ー
器
の
場
所
を
変
更

す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
予
め
市

水
道
局
又
は
市
内
指
定
工
事
庖
に
必
ず

連
絡
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。

無
断
で
メ
ー
タ
ー
器
を
移
設
、
埋
没

等
が
行
わ
れ
る
と
条
例
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
給
水
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(6) 

【
水
道
ミ
ニ
ガ
イ
ド
】

最
近
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
っ
て
水
道

メ
ー
タ
ー
検
針
員
が
危
害
を
、
つ
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
犬
は
必
ず
つ
な
い
で

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
メ
ー
タ
ー
器
の

付
近
か
ら
は
な
れ
た
所
に
つ
な
い
で
お

き
ま
し
ょ
う
。
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市
道
の
除
雪
計
画

今
冬
も
市
で
は
、
主
な
道
路
の
交
通

を
確
保
し
て
、
雪
害
か
ら
市
民
生
活
を

守
る
た
め
、
除
雪
可
能
な
道
路
(
延
長

‘
昨
年
の
除
雪
作
業

一
0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
に
つ
い
て
積

雪
量
が
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に

な
る
と
、
除
雪
を
開
始
し
ま
す
。

除
雪
す
る
道
路
の
順
番
は
、第
一
種
、

第
二
種
、
第
三
種
と
三
種
類
に
わ
け
て

い
ま
す
。
最
初
は
第
一
種
の
道
路
か
ら

除
雪
し
て
い
き
ま
す
。
第
一
種
の
道
路

は
、
パ
ス
運
行
路
線
で
、
第
二
種
の
道

路
は
、
通
勤

・
通
学
道
路
や
、
ゴ
ミ
焼

却
場
な
ど
市
民
生
活
に
密
接
す
る
道
路

で
す
。
第
三
種
の
道
路
は
、
比
較
的
交

通
量
の
多
い
道
路
と
し
て
い
ま
す
。
道

路
の
除
雪
は
、
市
の
除
雪
車
の

ほ
か
民
間
の
除
雪
機
械
を
借
り

て
、
始
発
パ
ス
の
運
行
や
、
通

勤

・
通
学
な
ど
に
支
障
の
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

市
道
で
あ
っ
て
も
道
幅
が
せ

ま
い
た
め
に
、
除
雪
車
の
入
ら

な
い
所
も
か
な
り
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
所
は
関
係
地
区
の

み
な
さ
ん
方
の
ご
協
力
に
よ
る

除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。
み
ん

な
の
力
で
、
よ
り
快
適
な
冬
が

過
ご
せ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

路
上
に
障
害
物
を

置
か
な
い
よ
う
に

マ
除
雪
作
業
中
、
最
も
困
る

の
は
、
車
の
路
上
駐
車
で
す
。

道
路
上
に
車
を
放
置
す
る
と
、
除
雪
作

業
の
障
害
と
な
り
ま
す
。

し
か
も
交
通
渋
滞
や
事
故
を
誘
発
す

る
原
因
と
な
り
ま
す
か
ら
、
路
上
に
駐

車
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
道
路
に
面
し
た
板
べ
い
や
、
ウ
イ

ン
ド
ー
あ
る
い
は
植
木
な
ど
が
雪
に
埋

っ
て
い
る
と
、
除
雪
の
際
に
破
損
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
わ
れ
や
す
い
物
や
、
除
雪
の
障
害

に
な
る
よ
う
な
物
に
は
、
竹
ざ
お
に
赤

い
布
を
つ
け
て
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
除
雪
車
の
通
過
に
よ
っ
て
、
家
や

車
庫
の
出
入
口
が
ふ
さ
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
車
両
で
広
範
囲

に
わ
た
り
除
雪
し
て
い
ま
す
の
で
、
各

戸
で
取
り
除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

雪
お
ろ
し

雪
の
重
み
で
、
家
屋
が
倒
壊
し
な
い

よ
う
、
早
目
に
雪
お
ろ
し
を
じ
ま
し
ょ

う
。
近
所
に
老
人
や
母
子
だ
け
の
世
帯

が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
地
区
民
の
暖
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
上
へ
雪
を
お
ろ
し
た
場
合
は
、
消

防
車
や
救
急
車
が
通
れ
る
よ
う
、
す
ぐ

後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

高
圧
電
線
が
通
っ
て
い
る
所
の
雪
お

ろ
し
は
、
特
に
感
電
し
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

雪
の
捨
て
場

雪
の
捨
て
場
は
、
角
川
、
神
明
川
、

魚
津
港
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
を
使
用
す
る
場
合
は
、
作
業

中
、
竹
ざ
お
に
赤
い
布
を
つ
け
て
表
示

し
、
使
用
後
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
を

必
ず
キ
チ
ン
と
し
め
て
お
い
て
く
だ
さ

雪
を
道
路
上
に
ま
き
散
ら
す
と
、
交

通
事
故
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
絶
対
に
ま
き
散
ら
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
市
道
の
除
雪
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
課
内
線
2
7

4
へ
ど
う
ぞ
。

踏
切
事
故
の
防
止

冬
期
間
は
例
年
、
踏
切
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

マ
一
日
一
停
止
と
左
右
確
認
を
必
ず
行

う
こ
と
。

徐
行
し
な
が
ら
の
確
認
は
事
故
の
も

と
で
す
。

必
ず
止
ま
っ
て
確
か
め
る
。
吹
雪
な

ど
の
た
め
に
列
車
の
見
通
し
が
悪
く
な

り
ま
す
か
ら
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
な
ど
の
ス

イ
ッ
チ
を
切
り
、
窓
を
あ
け
て
左
右
の

安
全
を
よ
く
確
か
め
る
。

マ
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
又
は
チ
ェ
ー
ン
を

取
付
け
る
こ
と
。
雪
な
ど
の
た
め
に
滑

り
や
す
く
な
り
ま
す
か
ら
、
ス
リ
ッ
プ

や
エ
ン
ス
ト
な
ど
し
な
い
よ
う
早
目
に

取
付
け
て
お
く
こ
と
。

マ
万
一
動
け
な
く
な
っ
た
ら
、
ま
ず

非
常
ボ
タ
ン
を
扱
う
こ
と
。
非
常
ボ
タ

ン
の
な
い
所
で
は
、
た
だ
ち
に
信
号
炎

管
や
赤
旗
な
ど
を
使
っ

τ列
車
に
危
険

を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

(7) 
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あなたも参加されましたか

基
礎
体
力
つ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
を
始
め
て
今
日
ま
で
多
く
の
事
業

が
各
地
区
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
.

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
そ

し
て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
と
多
く
の
参
加

者
が
自
己
の
体
力
を
高
め
、
互
い
の
コ

ミ
ニ
ケ

l
シ
ョ
ン
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
あ
な
た
は
参
加
さ
れ

ま
し
た
か
。
ま
だ
い
く
つ
か
の
大
会
や

教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ

る
地
区
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
く
わ
し
く
は
各

地
区
の
体
育
振
興
会
か
体
育
課
に
お
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
終
え
て

松
倉
体
育
振
興
会

清
河

茂
雄

去
る
十
月
二
十
九
日
目
第
一
回
松
倉

地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

し
、

一
応
の
成
果
を
収
め
た
こ
と
は
執

行
責
任
者
の
一
人
と
し
て
、
感
概
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す。

大
会
を
計
画
し
た
段
階
で
果
し
て
松

倉
地
区
に
於
い
て
拳
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
・・
・・・
・果
し
て
何
チ

l
ム

ず
ね
く
だ
さ
い
。

スポーツ振興事業

(53.11.14現在)

名 称 終了数 参加人数 平均

各種大会 芝17E 2，294人 135人

スポーツテスト 17 1 151人 21. 6人

スポーツ教室 14 1 139人 34.8人

基礎体力っくり、

中間報告

参
加
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
・・・・・・
と
思

い
悩
み
は
し
た
も
の
の
、
結
果
は
ど
う

で
あ
れ
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
H

案

ず
る
よ
り
も
う
む
が
易
し
。
と
い
う
こ

と
わ
ざ
も
あ
る
で
は
な
い
か
、
と
自
分

自
身
に
い
い
聞
か
せ
て
実
行
に
移
し
て

み
る
。
各
部
落
の
区
長
さ
ん
、
並
び
に
代

表
者
に
呼
び
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
「
や

ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
力
強
い
賛
同
を

得
た
。
七
チ
ー
ム
の
参
加
で
試
合
当
日

を
迎
え
る
。
試
合
ル
ー
ル
も
初
め
て
の

大
会
ゆ
え
親
し
み
易
く
、
プ
レ
ー
し
易

い
よ
う
に
、
地
区
民
の
親
睦
と
友
和
を

計
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
、

「
松
倉
特
別
ル
ー
ル
」
に
て
行
う
。

参
加
七
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

に
て
熱
戦
を
展
開
、
随
所
に
好
プ
レ

l
、

珍
プ
レ
ー
あ
り
で
選
手
が
一
生
懸
命
な

ら
、
応
援
す
る
者
も
力
が
入
い
る
と
い

う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
一
色
に
塗
り
つ

ぶ
さ
れ
た
一
日
で
し
た
。
結
果
は
金
山

谷
チ
ー
ム
が
初
優
勝
を
飾
り
、
来
年
の

再
開
を
約
束
し
て
大
会
の
幕
が
お
り
る
。

今
大
会
を
終
え
て
感
ず
る
こ
と
は
H

何

事
も
や
れ
ば
で
き
る
。
と
い
う
強
い
信

念
が
わ
い
て
き
た
。
今
後
と
も
地
区
民

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
自
分
の
出
来

得
る
限
り
の
努
力
を
し
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

十
五
名
の
乙
女
た
ち

有
礎
ク
ラ
ブ

新
装
な
っ
た
道
下
小
学
校
の
夜
の
体

育
館
、
明
る
い
光
の
中
十
五
名
の
乙
女

達
が
集
り
体
操
を
始
め
た
の
は
今
年
の

五
月
で
す
。
私
た
ち
の
よ
う
に
家
庭
に

入
っ
て
し
ま
う
と
ど
う
し
て
も
運
動
不

足
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
少
し
で
も
体

を
動
か
そ
う
で
は
な
い
か
と
集
ま
っ
た

の
が
こ
の
ク
ラ
ブ
の
発
足
で
す
。

毎
週
火
曜
日
の
夜
七
時
三
十
分
j
九

時
ま
で
の
一
時
間
半
、
先
生
の
指
導
で

準
備
体
操
か
ら
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
の
リ
ズ
ム
体
操

・
車
球

・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
体
が
重
く
し
か
も
鈍
い
私
達
は

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
よ
う
と
懸
命
に
腰
を

振
り
、
お
し
り
を
振
り
、
体
全
体
を
動

か
し
て
い
る
の
で
す
。

見
た
目
に
は
楽
し
そ
う
で
す
が
、
私

達
に
は
大
変
な
重
労
働
で
す
。
で
も
先

生
の
ユ
ー
モ
ア
あ
る
指
導
が
そ
し
て
楽

し
い
リ
ズ
ム
が
そ
の
苦
し
さ
を
忘
れ
さ

せ
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
要
因
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
始
め
て
日
は
浅
い
の
で
す
が
、

身
体
を
動
か
す
良
さ
が
少
し
で
す
が
わ

か
っ
て
来
た
昨
今
で
す
。
私
も
や
っ
て

み
た
い
な
あ
と
思
う
方
は
是
非
「
有
磯

ク
ラ
ブ
」
へ
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。
一

諸
に
体
を
動
か
し
体
力
づ
く
り
と
共
に

美
し
い
体
型
:
:
:
?
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

健
康
で
明
る
い
家
庭
を

林
久
美
子

上
中
島
体
育
振
興
会
よ
り
若
妻
会
で

も
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
と
い
う
事
で
か
健

康
で
明
る
い
家
庭
を
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

今
年
四
月
に
発
足
し
た
の
が
私
達
の
若

妻
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
す
。

初
め
の
目
的
が
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
が
主
だ
っ
た
の
で
す

が
、
何
回
か
集
ま
っ
て
い
る
う
ち
に
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
と
い
う
事
に
な
り
夜
間

開
放
の
責
任
者
の
方
々
と
も
相
談
の
結

果
、
第
一

・
第
三
土
曜
日
夜
八
時
頃
よ

り
小
学
校
講
堂
で
練
習
を
開
始
い
た
し

ま
し
た
。
田
植
え
の
季
節
で
し
た
の
で

人
が
集
ま
る
か
ど
う
か
心
配
で
し
た
が
、

家
族
ら
の
暖
い
理
解
と
応
援
で
ど
う
に

か
初
心
者
の
私
達
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
の
で
す
。

初
め
か
ら
予
測
し
て
い
た
こ
と
で
す

が
、
天
井
が
と
て
も
低
く
狭
い
講
堂

・

蛍
光
灯
や
電
球
を
割
っ
て
、
ハ
プ
ニ
ン

グ
の
続
出
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
出
来
る

状
態
で
は
な
い
の
で
す
が
、
皆
一
時
間

三
十
分
余
り
を
準
備
体
操
や
パ
ス

・
レ

シ
ー
ブ
の
練
習
に
有
意
義
な
時
間
を
使

っ
て
お
り
ま
す
。

発
足
と
同
時
に
魚
津
市
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
に
も
加
入
す
る
事
が
出
来
、

今
回
行
な
わ
れ
た
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に

D
ブ
ロ
ッ
ク
に
参
加
出
来
た
事

は
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
初
心
者
の
私
達
で

す
が
、
ど
う
に
か
最
近
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
ゲ
ー
ム
ら
し
き
ょ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
家
族
ら
の
よ
き
理

解
の
も
と
で
少
し
づ
っ
頑
張
っ
て
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。

今
、
待
ち
に
待
っ
た
上
中
島
小
学
校

体
育
館
の
工
事
が
着
々
と
進
行
し
て
お

り
ま
す
。
来
年
か
ら
は
新
し
い
体
育
館

で
伸
び
伸
び
練
習
が
出
来
る
こ
と
に
胸

が
お
ど
り
ま
す
。
き
っ
と
多
く
の
上
中

島
地
区
民
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
そ
の
他

の
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む
こ
と
と
思
い
ま
す
o

n
健
康
で
明
る
い
家
庭
を
H

の
私
達
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
こ
こ
で
生
き
て
く
る
事
と

思
い
ま
す
。

(8) 



夕方の買いもののとき巳・.....

..栓と電車主の聞を息を止めたまま歩けますか ?

A.息を止めたまま 円 ....11..... 

金E長岡量歩ける ... U.. 寸十

B.半分以上の使用量 11 (・・ 11 

は歩ける 11 n、 11 

c.半分まで続かない 11 s.rJ司 11 

で
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
工
夫
し
そ

れ
を
組
み
あ
わ
せ
て
競
技
会
形
式

に
す
る
と
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
。

そ
の
他
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

お
互
い
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

ー
二
十
七
の
浜
多
健
吾
あ
て

当
日
八
時
三
十
分
ま
で
受
付
け

し
ま
す
。

ム
各
部
問
と
も
個
人
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

と
し
抽
選
は
当
日
八
時
三
十
分
に

行
い
ま
す
。

第三種郵便物認可・・........

顔を洗うときに・・・

.水の入った洗面舞に簡をつけ、何秒間息を止めれ

ますか T

A. 60秒間以上止めれる f 一、
B. 30秒間以上止めれる F ム-.l￥晶、、.J¥

c. 30秒間まで止めれない よと久J/ノ111

.で帰除の途申に隈伸ばしをしだついで巳… 夜、テレビを見怠ガら…

.タンスから畳の検巾(O.9m)だけ隠れてうしろ反 .仰向けに寝たまま、向"を興奮ぐ伸ばして鋪え‘

りをして、タンスが見えますか? 床から20c・障して止めたままにして必〈ニとがで

A. ?ンスの高さの半分より下が見える 1 ~ますか?

B.タンスの高きの半分より上が見える 1 A. 30秒間以上あげたままにしておくニとができる

c. ?ンスを見ることができない 1 B. 15秒間以上鯵止できる

円 cーんむ
1 20..: 

ム

冬
期
間
の
体
力
っ
く
り

の
す
す
め

寒
い
冬
が
訪
れ
て
き
ま
し
た
。
家
の

中
に
ば
か
り
閉
じ
こ
も
っ
て
い
な
い
で

雪
と
い
う
財
産
を
大
い
に
利
用
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
太
平
洋
側
の
人

は
雪
が
ほ
し
く
て
も
な
い
の
で
す
。
だ

か
ら
冬
に
な
る
と
北
陸
方
面
に
大
量
移

動
が
始
ま
る
の
で
す
。
さ
て
く
る
冬
の

体
力
つ
く
り
に
つ
い
て
あ
な
た
の
家
庭

で
は
何
を
ご
計
画
で
す
か
。
雪
を
利
用

し
て
の
体
力
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

m浦
親
子
で
の
ス
キ
ー
ツ
ア
及
び
ス
キ
ー

⑦
親
子
ソ
リ
競
争

③
歩
く
ス
キ
l
(
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
)

④
町
内
対
抗
親
子
雪
合
戦
大
会

⑤
ス
ノ
ー
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
↓
雪
の
上

十
二
月
の

総
合
体
育
館
利
用
日
程

第
三
回
市
民
車
球
大
会
開
催

十
二
月
二
日
出

・
オ
l
ア
イ
工
業
運
動

会
(
一
日
大
体
)

三
日
制

・
新
川
地
区
4

H
ク
ラ

ブ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
ご
日
大
体
)

・
住
友
生
命
(
中
体
一

日
)

九
日
出

・
市
連
青
レ
ク
大
会

(
夜
大
体
)

・
十
二
月
二
十
八
日
午
後
五
時
よ
り
一

月
三
日
ま
で
、
年
末
年
始
特
別
休
館
と

い
た
し
ま
す
。

五
十
四
年
一
月
二
十
八
日

市
総
合
体
育
館
大
体
育
室

小
学
男
子
・
女
子

中
学
男
子

・
女
子

一
般
男
子
一
部
、
上
級
者

二
部
、
初
心
者

一
般
女
子
一
部
ヘ
高
校
生

戸
末
婚
者

二
部
既
婚
婦
人
及
び
初
心

者

申
し
込
み
先
市
体
育
課

・
総
合

体
育
館
及
び
魚
津
市
諏
訪
町
一

一
、
期
日

一
、
会
場

ニ
、
部
問

昭和53年12月1日発行

朝、目ガさめたところで…

.手...使わないで上体告重量二せますか?

A. f..を体側につけたまま起ニせる

B 子を似って反動を

つけたら起ニせる

c.起きれない

ム

広報うおづ

二
、
器
具
は
安
全
か
。

三
、
使
い
方
は
正
し
い
か
。

四
、
後
始
末
は
完
全
か
。

こ
が
ら
し
が
吹
い
て
、
い
よ
い
よ
冬
ま
た
、
万
一
あ
な
た
の
家
の
と
な
り

将
軍
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
暖
房
用
の
か
ら
火
が
出
て
、
火
事
に
な
っ
た
と
し

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
こ
た
つ
、
ボ
イ
ラ
ー
ま
す
。
も
し
近
く
に
水
が
な
か
っ
た
ら

な
ど
の
火
気
を
長
時
間
使
用
す
る
季
節
消
防
は
遠
い
所
か
ら
ホ
ー
ス
を
引
く
の

で

す

。

で

、

水

を

か

け

る

ま

で

に

時

間

が

か

か

こ
の
時
期
は
、
特
に
火
災
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
間
に
あ
な
た
の
家
へ
延

り
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
つ
い
焼
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

て
、
次
の
四
項
目
に
注
意
し
て
、
く
れ
あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め

ぐ
れ
も
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
に
、
町
内
会
や
部
落
で
話
し
合
っ
て
、

一

、

場

所

は

安

全

か

。

次

の

事

項

を

守

り

ま

し

ょ

う

。

議
M
崎
議
潟
市
呉
川
協
議
茶
話
器
詩
語
挺
襲
警
告
義
怒
箆
開
封
期
答
獲
議
議
語
績
溺
訴
事
訴
議
孫
議
議
事
韓
議
官
川
前
露
出
緩
r

0
雪
が
降
っ
た
ら
、
あ
な
た
の
家
の
前

に
あ
る
消
火
栓
の
上
の
雪
を
取
り
除

/
¥
 

O
近
く
を
通
っ
て
い
る
用
水
へ
、
平
常

か
ら
水
を
流
し
て
お
く
。

O
防
火
水
そ
う
の
付
近
へ
雪
を
積
み
上

げ
な
い
。

「
そ
れ
火
事
だ
」
と
い
っ
て
か
ら
こ

の
よ
う
な
作
業
を
や
っ
て
い
て
は
、
絶

対
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

消
火
栓
や
用
水
は
、
大
事
な
あ
な
た

の
家
を
守
る
、
重
要
な
役
割
を
は
た
し

て
い
ま
す
。

(ヨ

消
火
活
動
要
員
の
増
員
確
保

十
九
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

二
、
第
一
期
の
実
施
事
項

付

立

看

板

、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

ω
百
貨
底
、
公
会
堂
等
不
特
定
多

数
を
収
容
す
る
施
設
の
査
察

臼
消
防
機
械
の
点
検
整
備

同
消
防
水
利
及
び
道
路
の
調
査
整

備

三
、
第
二
期
の
実
施
事
項

付
第
一
期
の
実
施
事
項
の
継
続

口
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
(
期
間
中
毎

日

・
午
前
七
時
と
午
後
九
時
の
二

回
)

歳
末
消
防
特
別
警
戒
の
実
施

消
防
用
水
の
確
保

…………あなたと市政をむすぷ

何
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
師
走
は
、
一

人
一
人
の
防
火
意
識
も
薄
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
起
こ
り
ゃ
す
い

「
あ
わ
た
だ
し
さ
火
災
」
や
「
う
っ
か

り
火
災
」
を
防
止
す
る
た
め
、
消
防
機

関
で
は
、
歳
末
消
防
特
別
警
戒
を
次
の

よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

一
、
実
施
期
間

第
一
期
通
常
警
戒
期
間
十
二
月
二

十
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

第
二
期
非
常
警
戒
期
間
十
二
月
二

(9) 
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付
加
年
金
(
誤
お
円)で

よ
り
ゆ
た
か
な
明
日
を

国
民
年
金
の
付
加
年
会
単
に
加
入
し
ま

せ
ん
か
。

四

O
O円
|

|
ほ
ん
の
少
し
の
ム
ダ

を
な
く
す
れ
ば
、
だ
れ
に
で
も
つ
く
れ

る
金
額
で
す
が
、
こ
の
四

O
O円
を
国

民
年
金
に
拠
出
し
ま
す
と
、
将
来
、
数

十
倍
に
な
っ
て
も
ど
っ
て
き
ま
す
。

一
か
月
二
、
七
三

O
円
の
ほ
か
に
、四

0
0円
の
付
加
保
険
料
を
上
積
み
し
て

納
め
ま
す
と
、
将
来
、
付
加
保
険
料
を

納
め
た
一
か
月
に
つ
き
、
二

O
O円
の

わ
り
で
加
算
し
た
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す。
た
と
え
ば
、
二
十
五
年
間
こ
の
付
加

保
険
料
を
納
め
ま
す
と
、
月
五
、

0
0
0

円
が
、
毎
月
の
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

-付
加
年
金
の
加
入
(
掛
金
)
は
、
保
険

料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
人
以
外
は
、

強
制
加
入
や
任
意
加
入
を
問
わ
ず
年
金

に
加
入
し
て
い
れ
ば
い
つ
か
ら
で
も
掛

金
で
き
ま
す
。

加
入
の
申
込
み
は
、
国
民
年
金
係
で

受
付
け
て
い
ま
す
。

は12月25日で

分 (10、11、12

月分)の納期

53年度

保険料第3期

す。

国
民
年
金
の
特
例
納
付

の
活
用
を

国
民
年
金
の
特
例
納
付
の
制
度
が
、

七
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存

知
で
す
か
。

保
険
料
を
お
さ
め
る
の
を
忘
れ
て
い

た
り
、
国
民
年
金
に
当
然
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
加
入
し
て
い
な
か

っ
た
り
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
老
齢
年

金
の
受
給
要
件
に
あ
て
は
ま
ら
な
く
な

っ
て
、
年
金
が
受
給
で
き
な
い
、
い
わ

ゆ
る
「
無
年
金
者
」
に
な
っ
て
し
ま
う

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方

に
、
「
も
う
一
度
年
金
受
給
の
機
会
を
」

と
い
う
こ
と
で
設
け
ら
れ
た
の
が
「
特

例
納
付
」
の
制
度
で
す
。

一
特
例
納
付
が
で
き
る
方

昭
和
五
十
三
年
三
月
以
前
の
国
民
年

金
の
強
制
加
入
期
間
の
う
ち
、
時
効

に
よ
っ
て
保
険
料
が
お
さ
め
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
る
過
去
の
滞
納
期
間
の

ねんきん

生人

あ
る
方
、
し
た
が
っ
て
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
、
任
意
加
入
の

期
間
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

ニ
さ
か
の
ぼ
っ
て
お
さ
め
る
額

過
去
の
滞
納
期
間
一
か
月
に
つ
い
て

四

0
0
0円
一
括
又
は
分
割
で
お

さ
め
ら
れ
ま
す
。

三
特
例
納
付
が
で
き
る
期
間

昭
和
五
十
三
年
七
月
か
ら
昭
和
五
十

五
年
六
月
ま
で
の
二
年
間
。

も
し
、
国
民
年
金
の
特
例
納
付
に
あ

て
は
ま
る
と
き
は
、

「
ま
だ
二
年
近
く

期
間
が
あ
る
。
ひ
ま
に
な
っ
た
と
き
に

:-
U
で
な
く
、
今
す
ぐ
市
役
所
ヘ
で

か
け
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国
民
年

金
係
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮
②
2
2
0
0
内
線
2
1
7
・
3
1
7

.. 

園
面
白
固
因
回
目

問

障
害
福
祉
年
金
は
、
ど
う
い
う
人

が
う
け
ら
れ
ま
す
か
。

答

障
害
福
祉
年
金
は
、
ニ
疋
程
度
の

障
害
に
あ
る
二
十
歳
以
上
の
人
で
次

の
人
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

1
二
十
歳
前
に
初
診
日
(
病
気
や
け
が

に
よ
っ
て
初
め
て
医
者
に
か
か
っ
た

日
)
の
あ
る
人
。

2
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
目
前
に
初
診

日
の
あ
る
人
。

3
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
初

診
日
の
あ
る
人
で
次
の
人
。

ア
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
。

イ
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
後
に

生
ま
れ
た
人
で
、
病
気
や
け
が
に

な
る
前
に
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

拠
出
年
金
を
受
け
る
資
格
ま
で
は

な
い
が
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
人
。

年
金
額
は
昭
和
五
十
三
年
八
月
分

か
ら
月
額
一
級
で
二
万
四
千
八
百

• 
円
、
二
級
で
一
万
六
千
五
百
円
に

な
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
預
金
口
座
引

き
落
し
は
で
き
な
い
か

問

国
民
年
金
の
保
険
料
を
、
で
き
れ

ぱ
私
の
銀
行
預
金
口
座
か
ら
引
き
落

し
、
自
動
的
に
納
め
る
よ
う
に
し
た

い
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答

町
内
の
お
世
話
で
集
金
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
個
人
で
納
付
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
人
で
は
忘
れ
が
ち
に
な

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
納
め
忘

れ
は
、
ど
う
か
す
る
と
年
金
を
受
け

る
権
利
が
失
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
市
で
は
口
座
引
き

落
し
の
方
法
を
お
す
す
め
し
て
い
ま

す
。
お
手
数
で
し
ょ
う
が
、
あ
な
た

の
預
金
口
座
の
あ
る
銀
行
や
信
用
農

協
、
漁
協
な
ど
の
窓
口
で
「
国
民
年

金
の
口
座
振
替
納
付
」
の
申
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
お
で
か
け
の
際
は
、

銀
行
な
ど
に
あ
ら
か
じ
め
お
届
け
の

印
鑑
を
忘
れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。

。。
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一
冊
の
本
か
ら
何
か
が
:
:
:⑨

今
年
の
本
か
ら
(
小
説
な
ど
)

今
年
も
新
刊
書
が
多
く
出
版
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
拾
っ
て
み
ま
し

ょ、っ。一
月

「
い
ま
も
む
か
し
も
愛
別
ぱ
な

し」
(
水
上
勉
著
)
|
一
休
と
盲
宅
戦

国
武
将
の
妻
妾
の
立
場
幸
徳
秋
水
と

菅
野
す
が
と
の
関
係
。
戦
後
生
還
者
の

妻
な
ど
計
三
十
四
編
。

著
者
は
こ
れ
ら
の
愛
別
離
苦
に
人
間

の
姿
を
み
、
時
に
お
の
れ
の
傷
あ
と
を

さ
ら
け
出
す
こ
と
も
い
と
わ
な
い
。
愛

別
に
生
き
、
愛
別
を
赤
裸
に
綴
る
古
今

の
愛
情
譜
ノ

一一月

「
鳥
獣
の
寺
」
(
山
村
美
紗
著
)

美
人
作
家
、
湯
川
彩
子
が
取
材
に
歩

く
京
の
街
、
蟹
寺
、
亀
寺
、
竜
の
寺
、

雀
寺
、
鳥
獣
の
名
の
つ
く
寺
で
、
次
つ
ぎ

に
起
る
殺
人
事
件
。
女
流
推
理
作
家
の

第
一
人
者
が
送
る
異
色
観
光
推
理
小
説
。

-41Eも
む
か
し
も

療
別
ぱ
な
し

「
黄
金
の
日
日
」
(
城
山
三
郎
著
)
海
に

向
っ
て
聞
き
、
残
り
一
ニ
方
に
堀
を
め
ぐ

ら
せ
た
堺
の
町
は
大
陸
貿
易
港
と
し
て

発
展
し
、
豪
商
呂
宋
助
左
衛
門
、
日
比

屋
了
慶
、
そ
の
他
今
井
宗
久
、
千
利
休

な
ど
不
覇
奔
放
な
人
材
を
輩
出
し
て
い

た
が
:
¥
今
年
の

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

の
原
作
で
す
。

三
月

「
燃
え
る
秋
」
(
五
木
寛
之
著
)

祇
園
祭
の
雑
踏
の
中
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
桐
生
亜
希
は
ペ
ル
シ
ヤ

級
建
を
愛
す
る
青
年
岸
田
を
知
っ
た
。

激
し
い
想
い
を
寄
せ
る
岸
田
。
が
亜
希

に
は
・:
古
都
か
ら
異
郷
ペ
ル
シ
ャ
へ
愛

の
ド
ラ
マ
は
展
開
す
る
。

「
女
の
家
庭
」
(
平
岩
弓
枝
著
)
夫
の
東

京
栄
転
に
よ
っ
て
、
娘
の
綾
子
と
と
も

に
パ
リ
か
ら
帰
国
し
た
木
村
永
子
の
東

京
で
の
生
活
は
、
姑
や
小
姑
と
の
同
居

生
活
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
永
子
の
身
辺

に
は
・:
次
つ
ぎ
と
事
件
が
起
っ
て
ゆ
く

四
月

「
結
婚
関
係
」
(
笹
沢
左
保
著
)

こ
の
小
説
に
は
、
四
十
代
、
三
十
代

二
十
代
の
三
組
の
夫
婦
が
登
喝
ま
っ

た
く
無
関
係
な
三
組
の
夫
婦
に
奇
妙
な

こ
と
か
ら
接
点
が
生
ず
る
と
い
う
サ
ス

ペ
ン
ス
手
法
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る

テ
ー
マ
は
現
代
の
結
婚
観
。

「
出
向
を
命
ず
」
(
真
木
洋
三
著
)
専
務

の
お
伴
で
出
張
し
た
際
の
意
見
の
衝
突

が
、
プ
レ
ハ
ブ
会
社
に
勤
め
る
営
業
マ

ン
香
村
の
運
命
を
変
え
た
。
:
-
H
出
向
H

を
テ
ー
マ
に
、
企
業
と
そ
こ
で
働
く
人

間
の
姿
を
、
波
乱
に
富
む
ド
ラ
マ
と
し

て
描
い
た
も
の
で
す
。

か
ず
何
人
や
さ
ま
お
と
的

五
月
「
和
宮
様
御
留
」
(
有
吉
佐
和
子
)

江
戸
時
代
末
期
の
万
延
元
年
、
孝
明

天
皇
の
妹
和
宮
は
、
十
四
代
将
軍
徳
川

家
茂
へ
降
嫁
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

閉
じ
頃
橋
本
宰
相
中
将
の
屋
敷
で
下

使
い
と
し
て
働
い
て
い
た
少
女
フ
キ
が

皇
女
和
宮
の
身
替
り
と
な
っ
た
。
・:
歴

史
の
流
れ
の
な
か
に
埋
も
れ
て
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
人
肖
像
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

六
月
「
夏
」
(
中
村
真
一
郎
著
)
あ
る

日
突
然
、
妻
が
わ
け
も
な
く
自
殺
し
た

・:
数
か
ぎ
り
な
い
女
性
と
の
交
り
と
恋

の
芽
ば
え
ノ
甘
美
な
記
憶
の
森
の
中
の

性
と
愛
を
描
く
小
魂

七
月

「
中
年
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
に
田

辺
聖
子
著
)
一
組
の
中
年
の
夫
婦
を
主

人
公
に
、
夫
と
妻
の
不
甲
結
識
な
か
か
わ

り
方
を
さ
ぐ
り
、
子
離
れ
の
方
途
を
考

え
、
と
に
も
か
く
に
も
、
楽
し
く
生
き

る
工
夫
を
こ
ら
し
た
、
人
生
の
楽
し
み

を
探
す
ユ
ー
モ
ア
長
編
家
庭
小
説
。

八
月

「
海
を
感
じ
る
時
」
(
中
沢
け
い

著
)
H

青
い
性
H

の
領
域
を
と
ら
え
た
新

鮮
な
性
感
覚
と
文
体
。
女
子
高
生
の
恋

愛
、
母
と
娘
の
対
立
を
大
担
に
描
い
て

文
壇
を
騒
然
と
さ
せ
た
「
群
像
」
新
人

文
学
賞
受
賞
作
。

九
月
「
九
月
の
空
」
(
高
橋
三
千
綱
著
)

十
五
歳
の
少
年

・
勇
が
、
人
生
の
入

口
で
出
会
う
得
体
の
知
れ
ぬ
い
ら
だ
ち

息
苦
し
い
圧
迫
感
。
今
、
自
分
が
賭
け

る
こ
と
の
出
来
る
唯
一
の
も
の
、
剣
が

持
つ
息
づ
ま
る
緊
張
感
・・・
第
七
十
九
回

芥
川
賞
受
賞
作
。

五
十
三
年
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
新
し
い
年
も
「
あ
な
た

の
書
斎
」
と
し
て
図
書
館
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

借
り
出
し
は
無
料
で
す
。

一
人
三
冊
二
週
間
か
り
ら
れ
ま
す
。

込品し主料講場主れ与も 品日 師量語m工 品日 (品師地名かtc主 zたで !? 

o| 時=ニ月 時=日)部化黒主野好島一の塁 し
4 分00日 2仕)ー ら
6 氏い せ
2 fig I仕)~ J5L I 

。
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
。

ロ
月
の
お
し
ら
せ

4
日
側
お
り
が
み

う
ご
く
お
り
が
み
で
あ
そ
び

ま
し
ょ
う

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
こ
ど
も

の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
o

m日
出
ク
リ
ス
マ
ス
会

お
は
な
し

・
か
み
し
ば
い

・

ク
イ
ズ

・
ゲ
ー
ム
・:
が
い
ろ

い
ろ
。
1
じ
初
ぷ
ん
か
ら
が
く
し

ゅ
う
し
つ
で
ひ
ら
き
ま
す
。

マ
書
「
望
」
県
展
出
品
作
品

中
央
通
り
一
丁
目
中
村
古
秋
氏

マ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一
台

本
江
一
、
四
六
二
松
井
武
氏

魚
津
市
立
図
書
館12月25日

。1)

固定資産税第3期分

納期限
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昌
明
晶
島
町
」

「
保
健
」

V
母
親
学
級
(
A
コ
l
ス
)

マ
十
二
月
十
五
日
(
金
)

マ
時
間

1
午
前
九
時
三
十
分
i
午
後
三

時
三
十
分
(
時
間
励
行
で
始
め
ま
す
)

マ
場
所

l
魚
津
保
健
所
二
階
講
堂

マ
対
象

l
妊
娠
し
て
い
る
人
と
そ
の
家

族
(
姑
さ
ん
、
夫
の
参
加
歓
迎
)

マ
今
月
の
内
容

・
映
画

l
妊
娠
か
ら
分
娩
ま
で
。

・
実
習
止
女
産
の
た
め
の
妊
婦
体
操

.
実
習

l
妊
娠
中
の
食
事

・
講
話

1
妊
娠
の
生
理
(
医
師
)

.
実
習

1
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養

マ
初
産
の
方
は
早
目
に
必
ず
受
け
ま
し

ょ、っ。

マ
畳
食
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
母
子
手
帖
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
来
月
の
第
三
金
曜
日
は

B
コ
l
ス
を

実
施
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
(
内
線

2
3
1
)
 

V
乳
児
検
診

月5 1 21月2 1 11月4 2 1月1 2 月

幽日 附日 同日 幽日
日

時1l03分時0午前8 
時時l午後 時時i午後

時1i03E分寺0午前8 零時lIIl 
2 1 2 1 

8 

( か)月に名た人勺注2E月車でに目322命M川国Y4日問2 L 、( ) 3に毎r月人う8ー11R1までに日342命“川y出U ロTZ b 、
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台、 か
対

月 月 象

児 児

11 11 If 保健戸斤
場iヱhミ

マ
三
か
月
検
診
時
に
こ
関
節
脱
き
ゅ
う

検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

(12月.--1月)

V
三
歳
児
検
診

1月1 0 21月0 2 1月6 2 月

附日 付4日 (水i日
日

11 11 時21午後時1 
受{時!日寸l 

lこl lこ16 lこ1
=日 =日 コ日

議 1 歳 1 議 i がI
に15 lこ31 に15
な日 な日 な日 象

る人でま る人まで る人でま

11 11 戸保健斤
t4ヱ易5三、

V

一
歳
六
か
月
検
診

マ
会
場

l
保
健
所

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
を
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

V
胃
検
診

月

日

ロ
月
M
H

日

ロ
月
日
日

マ
受
付

l
午
前
九
時
i
十
時

マ
料
金

1
八

O
O円

@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
た

ば
こ
、
水
な
ど
一
切
召
し
上
が
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診

月

日

マ
受
付

l
午
後
一
時
1
一一時

マ
料
金

l
六
五

O
円

マ
当
日
併
せ
て
乳
が
ん
検
診
を
希
望
さ

れ
る
方
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
料
金

l
七
五

O
円
で
す
。

マ
一
年
に
一
回
は
、
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
の
申
し
込
み
は
、
各
家
庭
へ

ま
わ
る
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
す
る
か

直
接
市
生
活
環
境
課
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
内
線
2
3
1

V
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

マ
十
二
月
十
一
日
間
西
布
施
公
民
館

-
糖
原
病
食
調
理
実
習
及
び
健
康
相
談

.
午
前
十
時
1
午
後
三
時

マ
十
二
月
十
八
日
間
生
活
改
善
セ
ン

タ
|
(
松
倉
)

・
午
後
一
時
i
三
時

-
健
康
体
操
、
血
圧
測
定
、
そ
の
他

乳
児
相
談
か
ら
成
人
病
相
談
ま
で

行
な
い
ま
す
。

マ
十
二
月
十
三
日
附
十
二
月
二
十
七
日

附
い
ず
れ
も
午
後
一
時
i
三
時

マ
場
所

l
市
庁
舎
保
健
室
(
一
階
正
面

向
っ
て
右
端
)

マ
内
容

l
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

V
百
楽
荘
に
お
け
る
老
人

健
康
相
談

マ
十
二
月
六
日
午
前
十
時
三
十
分
i
十

二
時

マ
内
容

1
映
画

・
衛
生
教
育
「
高
血
圧

予
防
に
つ
い
て
」

・
個
別
相
談

マ
十
二
月
二
十
日
附
午
前
十
時
三
十
分

ー
十
二
時

マ
内
容

l
衛
生
教
育

「
脳
卒
中
と
家
庭

看
護
①
」

・
実
習

・
健
康
体
操

・
相

点
火
V
成
人
病
教
室

マ
十
二
月
四
日
間
午
後
一
時
1
三
時

マ
場
所

1
魚
津
漁
業
協
同
組
合

マ
十
二
月
五
日

ω午
後
一
時
i
三
時

マ
場
所

1
下
中
島
公
民
館

マ
内
容

l
「
成
人
病
を
防
ぐ
暮
し
方
」

講
義
及
び
ス
ラ
イ
ド
(
保
健
婦
)

高
血
圧
食
及
び
健
康
食
の
指
導
と

実
習
(
栄
養
士
)
費
用
無
料

マ
十
二
月
八
日
幽
午
後
七
時
i
九
時

マ
場
所

1
村
木
十
六
区
会
館

マ
内
容

l
「
薬
の
正
し
い
使
い
方
」

講
義
(
薬
剤
士
)

「
高
血
圧
を
中
心
に
」
映
画

マ
十
二
月
八
日
幽
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
(
松
倉
)

・
成
人
病
食
調
理
実
習
栄
養
士

・
映

画

及

び

講

義

保

健

婦

・
薬
の
正
し
い
使
い
方
薬
剤
士

.
午
前
十
時
l
午
後
三
時
ま
で

V
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
流
行
シ
ー
ズ
ン
に
備

え
て
健
康
保
持
の
た
め
是
非
受
け
ま
し

ょ、っ。

な
お
、
こ
の
注
射
は
一

i
四
週
間
の
間

隔
を
お
い
て
二
回
受
け
な
い
と
効
果
、
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
該
当
地
区
の

小
学
校
で
受
け
て
く
だ
さ
い。

保
育
園
、
幼
稚
園
児
は
各
国
で
接
種
し

ま
す
。

ヘ

第
十
八
回
市
美
術

展
の
受

5

賞
者

マ
市
展
大
賞

絵
画
の
部

「
若
き
ピ
エ
ロ
」

書
の
部

「
命
に
よ
る
」

彫
刻
工
芸
の
部

「
聖
観
音
」

写
真
の
部

「
夕
凪
ぎ
」

マ
市
展
賞

絵
画
の
部

「
秋
の
日
」
石
田
れ
い
子

「
戦
国
哀
歌
」
村
崎
茂
幸

「
ぶ
ど
う
園
」

中
村
和
子

書
の
部

「
林
で
書
い
た
詩
」
阿
波
加
幹
雄

「

秋

の

歌

」

守

谷

美

水

彫
刻
工
芸
の
部

「

無

心

」

荒

木

勇

「
松
蒔
絵
裏
」
大
久
保
勇

写
真
の
部

「小
若
」

新

野

久

美

子

「

朝

未

」

松

田

真

理
子

マ
奨
励
賞三
井
弘
盛
外
二
十
七
名

そ
の
他
、
小

・
中
学
生
の
出
品

者
に
は
、
全
員
賞
状
を
贈
り
ま
し

た。

谷
口
隆
信

下
回
雅
峯

岡
島

大
崎
友
孝 i雷

(12) 
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マ
受
付
時
間

l
各
日
共
午
後
一
時
i
二

時
マ
問
診
票

l
当
日
会
場
で
保
護
者
(
大

人
の
場
合
は
本
人
)
が
記
入
押
印
し

て
く
だ
さ
い
。
印
が
押
し
て
な
い
場

合
は
、
接
種
し
ま
せ
ん
か
ら
特
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
禁
忌
事
項

一
発
熱
し
て
い
る
人、

又
は
著
し
い
栄

養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

二
心
臓
血
管
系
、
じ
ん
臓
疾
患
又
は
、

肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧

め
ら
れ
て
い
る
人
。

三
鶏
卵
、
鶏
肉
を
た
べ
て
、
皮

ふ

に

発

忘

年

会

、
明
け
て
新
年
宴
会
と
酒
を

し
ん
が
で
た
り
、
下
痢
を
し
た
こ
と
飲
む
こ
と
の
多
く
な
る
時
期
で
す
。

の
あ
る
人
。

健
康
的
な
お
酒
の
飲
み
方
を
す
る
に
は

四
接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分
。
食
べ
る
こ
と
。

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ

・
宴
会
に
腹
ペ
コ
で
出
席
す
る
の
は
禁

れ
が
あ
る
人
。

物
、
一
時
間
程
前
に
ご
く
軽
く
食
べ

五
過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に
る
事
は
よ
い
こ
と
で
す
。

q
v
A
A
G品
、

3
Bム
V
A
R
i--u
A
M
や

0
1
iua
mi
-令
G
m
q
onJ会
A
lt
o

一

'

州

¥

問

問

ふ

は

配

引

初

役

泥

沼

W

G

ι
uA司
い
可
酌

髪

麗

奄

ハ

サ

れ

ン

ろ

速

み

す

タ

カ

ハ

一

↓

T
m
y
u
r
M別
離

』

河

マ

工

つ

ズ

ど

は

。

に

、
は

h

F
a
-
-

開一

で

、

ん

一

で

長

る

ラ

し

で

ギ

ボ

》

q
L
ヨd
魚

〉

鴨

川

-J

ど

で

さ

シ

春

成

な

フ

燥

津

ラ

イ

〈

γ

A
L

量、

.K
勧
鰍
山

FJS

な

欲

く

で

は

、

に

ン

吃

魚

フ

力

，

訊

p

o

t
初

瀬

闘
機

口

貧

だ

名

期

ガ

親

テ

て

。

言

フ

戸

》

パ

引
u
・

巨

初

縦

断

い

ds
河

く

も

育

卵

る

し

に

し

る

一

一

む

ι

・1

別

、

初

縦

開

§

の

き

に

は

産

け

達

特

に

す

方

ソ

ケ

一

場

‘

下

町

/

級

臨

統

一柄、

川

大

者

り

o

つ

に

、
き

に

の

い門
タ

山

県

J
u
-
-

ぽ

イ

雌

m-一

角
↓
。

ω
つ

う

み

，m
で

焼

と

t

h

4

M

-

F

ka

開

耕

一

と

口

初

ゼ

わ

産

加

魚

白

な

魚

川

ヲ

一'(

申
込

芋

マ

儲

朗

参
一
る

o

で

ハ

ぎ

を

~

の

だ

煮

。

一

ヒ

9

U

』ご
J

L

H

副

監

悪

霊

い

る

の

の

に

卵

叩

身

ま

露

る

口

一

一

E
.，、
閣

噂

議

関

入

め

く

湾

で

て

長

白

。

甘

れ

コ

サ

=

C

ゆ
曹

'N

J
ぷ
匂

に

じ

っ

一

京

れ

つ

体

ガ

い

り

ぱ

ン

マ

z

r
-v巳
・

漕

品

乙

月

は

い

東

づ

掘

で

い

し

だ

呼

リ

ジ

ラ

E

立

¥
Jut

叩

れ

食

に

族

を

間

悪

い

っ

と

フ

ヒ

D

C

/
Q

つ

ぐ

特

家

穴

年

は

お

と

ス

①

②

3

f
JA
U-G
'voω
n
y
M
M
υ
i
v
z
z、
A
H
1
t
h
v
w
h
n
v
A
W
A
U
、じ
り
リU
JU
G
-
AUし
Z
VUね
盟

O
Q

マ
接
種
料
金

・
三
歳
i
十
五
歳
未
満
無
料

・
十
五
歳
以
上
、
高
校
、

一
般
は
一
回

に
つ
き
二
百
円

マ
実
施
日

村 住 E コ 坪 経 道 片 大
上中島
本 松

上野方 施西布
白 校

木 E 島 野 回 下 貝 町 江 倉 倉 下

N 竃みず月

第

1/ 1 1/ 1/ 1 1/ 1/ I 1/ 1/ 1 1/ 1/ 1 1/ 1/ 1 1/ 

接種回

1月2 1月2 1月2 1月2 1月2 12 12 1月2 12 12 12 12 12 12 第
月 月 月 月 月 月 月 月

15 15 14 13 13 12 12 7 7 5 5 5 4 4 
接種回日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

幽 幽 附 附 附 (火) (刈 附 附 ω {必 (刈 明) 開)
村 {主 E 坪 経 道 片 大

上島中
本 松

上聖方f 西布施
白
場

木 E 島 聖f 図 下 貝 町 江 倉 倉
所

ヘ

よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ

る
人
。

六
接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

七
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。

八
そ
の
他
、
接
種
に
不
適
当
な
状
態
の

人
。
以
上
の
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん

の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
当
日
H
剰
と
畳
の
体
温
を
計
つ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

酒
飲
み
の
心
得
・
:

-
飲
ん
で
楽
し
み
、
食
べ
て
楽
し
む
、

酒
ば
か
り
飲
ま
ず
に
、
た
ん
白
質
ビ

タ
ミ
ン
類
を
多
く
と
る
。

(
宮
濃
い
酒
は
、
う
す
め
て

胃
や
肝
臓
を
守
る
た
め
、
洋
酒
等
は

水
割
に
す
る
か
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
飲

む
時
は
、
水
も
飲
む
。

向
ま
む
時
間
を
き
め
る
。

朝
で
も
畳
で
も
飲
ん
で
い
る
と
、
慢

性
中
毒
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
一。

一
日
の
う
ち
、
だ
い
た
い
一
定
時
間
に
。

二
日
酔
い
の
療
法

の
ん
べ
え
の
頭
で
考
え
る
と
「
迎
え

酒
」
で
す
が
、
こ
れ
は
ア
ル
コ
ー
ル

の
も
つ
麻
酔
作
用
に
よ
る
も
の
と
心

理
的
な
も
の
で
、
治
療
法
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
体
内
の
ア
ル
コ
ー
ル

分
を
速
く
消
失
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

・
水
分
を
多
量
に
飲
む
。

・
適
当
に
運
動
を
す
る
。
二
日
酔
だ
と

い
つ
だ
寝
て
い
る
と
快
復
が
お
そ
い
。

.
消
化
の
よ
い
食
事
を
と
る
。

・
睡
眼
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
早
目

に
宮
仕
る
こ
と
。

以
上
お
酒
に
よ
っ
て
、
で
い
酔
、
こ

ん
睡
、
昇
天
と
い
う
経
路
を
た
ど
ら
な

い
よ
う
、
飲
む
量
も
ほ
ど
ほ
ど
に
し
百

楽
の
長
と
し
て
、
末
長
く
お
百
し
上
が

り
く
だ
さ
い
。

円
同
月
の
休
R
H
診
療
医

沼
町

一
回
一
桝
崎
医
院
一
併
仰
い
暗
い
J
9
9

ω
土
旦
宮
本
医
院
一
倒
細
川
0
1
2
2

げ
日
一
四
一
宮
元
医
院
一
H
B

I
l
l
}
l

l
f
一任一

E
-7
E
E
一台
@
1
1
3
9
3

μ
日
一
回
一
森
本
医
院

一問
般
企
i
2
5
3

初
日
一
幽
一
米
沢
医
院

一劃
制
味
7
7
7
7

初
日
一
出
一
浦
田
病
院
一
僻
@
刈
5
0
5
4

幻
日
一
同
一
晒
屋
医
院
一

的
(
⑫
唯
0
4
9
0

け
旦

旦
寺
崎
医
院

一位
@
叩
3
6
1
9

2
日
一
刈
一
漁
博
議
ヶ

一吠
枕
寺
ー
ー
ー

;
f
一
。
一
丘
病
院

一念
@
1
1
5
6
7

3
土
附
一
羽
田
医
院

一側
一
腕
一
戸
U
6
4
2

7
日
一
回
一
江
幡
医
院

一邸
側
山
崎
5
0
5
2

(10月末現在)口人

200.75km' 

7.9km 

12.768戸

23.792人

25.563人

49.355人

の市

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

(13) 
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-
年
末
・
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
日

年
末
は
、
十
二
月
三
十
日
出
ま
で
平

常
通
り
収
集
し
ま
す
。

年
始
は
、
一
月
四
日
同
か
ら
収
集
し

ま
す
。

。
年
末
の
ゴ
ミ
持
ち
込
み

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
ご
み
焼
却
場
)

で
は
、
十
二
月
三
十
日
午
前
中
ま
で
一

般
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

十
二
月
三
十
一
日
か
ら
一
月
三
日
ま

で
は
休
み
ま
す
。

※
可
燃
物

(
燃
え
る
ゴ
ミ
)
は
祝
祭

日
で
も
収
集
し
ま
す
の
で
、
朝
八

時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
燃
物

(
燃
え
な
い
ゴ
ミ
)
は
、

日
曜
又
は
祝
祭
日
と
重
な
っ
た
場

合
は
、
翌
日
に
収
集
し
ま
す
。

冬
季
期
間
中
は
、
ゴ
ミ
を
前
日
に
出

し
ま
す
と
、
雪
に
埋
も
れ
て
収
集
が
大

変
困
難
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ゴ
ミ
は
収

集
当
日
の
朝
八
時
ま
で
に
集
積
場
所
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一
、
道
路
の
除
雪
を
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
ゴ
ミ
は
、
ゴ
ミ
袋
又
は
容
器
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
(
紙
袋
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
な
ど
は
、
ぬ
れ
る
と
大

変
困
り
ま
す
。

三
、
か
な
ら
ず
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な

い
ゴ
ミ
と
を
区
別
し
て
、
決
め
ら
れ

た
日
の
午
前
八
時
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

昭和53年12月1日発行広報うあ、づ

-
年
末
の
し
尿
く
み
取
り

中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
し
尿
処
理
場
)

は
、
十
二
月
三
十
一
日
制
か
ら
一
月
七

日
制
ま
で
休
み
ま
す
の
で
、
魚
津
環
境

衛
生
の
し
尿
く
み
取
り
作
業
も
、
こ
の

間
休
み
に
な
り
ま
す
。

年
末
は
、
し
尿
く
み
取
り
希
望
者
が

多
く
、
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
く
み

取
り
は
十
二
月
十
五
日
悩
ま
で
に
、
魚

津
環
境
衛
生
(
宮
②
3
3
3
1
)
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
十
五
日
以
降
の
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
、
年
内
に
処
理
で

き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
冬
季
期
間
中
の
し
尿
く
み
取

り
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

一
、
降
雪
の
た
め
く
み
取
り
作
業
が
大

幅
に
遅
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
早
め

一一
、
く
み
取
り
車
の
幅
は
乗
用
車
よ
り

広
い
の
で
、
細
い
道
や
、
曲
り
角
の

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

く
み
取
り
口
付
近
の
除
雪
を
お
願
い

し
ま
す
。

-
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
行
政

を
進
め
る
上
で
最
も
大
切
な
調
査
で
す
。

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
調
査
す
る
た

め
、
多
忙
な
時
期
に
記
入
を
お
願
い
す

る
結
果
に
な
り
ご
持
議
山
を
お
か
け
す
る

事
と
思
い
ま
す
が
調
査
員
が
お
伺
い
し

た
時
は
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
記
入
い
た
だ
い
た
調

査
票
は
、
税
務
資
料
等
に
使
用
す
る
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
他
に

漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
確
に

記
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

-
「
県
民
手
帳
」
発
行
M
M

一

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

県
民
手
帳
(
五
十
四
年
版
)
が
、
今
年

も
富
山
県
統
計
協
会
か
ら
発
行
さ
れ
ま

し
た
。十
二
月
一
日
か
ら
次
の
場
所
で
頒
布

し
て
お
り
ま
す
。
ご
入
用
の
方
は
早
め

に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

マ
頒
布
価
格
:
:
:
一
部
二
三

O
円

マ
頒
布
場
所

市
役
所
総
務
課
と
、
松
倉
、
上
中

島
、
上
野
方
、
片
貝
、
天
神
、
西

布
施
、
経
団
の
各
連
絡
所

-
映
画
フ
ィ
ル
ム

「
魚
津
ま
つ
り
」
を
寄
贈

魚
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
二
六
一
地
区
年
次
大

会
が
去
る
十
月
十
三
日
i
十
五
日
魚
津

市
で
開
催
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
十
六

ミ
リ
カ
ラ
l
映
画
「
魚
津
ま
つ
り
」
を

製
作
し
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
こ
と
し
の
八
月
に
行

わ
れ
た
「
魚
津
ま
つ
り
」
を
記
録
し
た

も
の
で
、
工
業
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

演
奏
か
ら
は
じ
ま
り
、
せ
り
込
み
蝶
六

ま
ち
流
し
、
た
て
も
ん
ま
つ
り
、
経
団

七
夕
ま
つ
り
、
花
火
大
会
な
ど
が
情
緒

ゆ
た
か
に
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
時
間
は
約
十

五
分
で
、
市
で
は
観
光
用
と
し
て
種
々

の
会
合
に
利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
団
体
で
使
用
希
望
が

あ
れ
ば
、
貸
出
す
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
市
役
所
商
工
観
光
課
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

-
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学

校
学
生
募
集

富
山
職
学
訓
練
短
期
大
学
校
で
は
、

昭
和
五
十
四
年
度
の
入
学
生
を
、
次
の

要
領
で
、
募
集
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。マ
募
集
定
員

生
産
機
械
科
二
十
名
、
金
属
成
形

科
二
十
名
、
電
気
科
二
十
名
、
室

内
造
形
科
二
十
名
、
無
線
技
術
科

二
十
名
、
合
計
百
タ
句

マ
応
募
資
格

高
等
学
校
卒
業
者
及
び
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
肴

マ
修
業
年
限
二
か
年

マ
願
書
受
付

五
十
四
年
二
月
十
三
日

ωj二
月

二
十
八
日
附
ま
で
必
着
の
こ
と
。

マ
試
験
日
五
十
四
年
三
月
九
日
幽

マ
合
格
発
表
日

五
十
四
年
三
月
十
六
日
幽

マ
試
験
地
本
校
、
富
山
市
、
金
沢
市
、
長
岡

市
、
東
京
都
、
大
阪
市
。

マ
試
験
科
目

外
国
語
(
英
語
A
)
、
理
科
(
物
理

-
-
H
)、
数
学

(
I
必
須
、

m及

び
応
用
数
学
よ
り
一
科
目
選
択
)

マ
受
験
料
等

受
験
料
l
八
千
円
、
入
学
金
不
用

授
業
料
|
八
万
二
千
円
(
年
額
)

※
以
上
は
現
行
金
額
で
す
。

マ
奨
学
金
育
成
資
金
制
度
あ
り
(
現
行
額

l

月
額
一
万
六
千
円
1
一
万
九
千
円
)

マ
学
生
寮
男
子
寮
あ
り
、
寮
費
月
額
約
一
万

五
千
円
(
食
費
含
む
)

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

魚
津
市
川
縁
宮
@
|
5
5
5
2

(14) 

-
冬
期
間
に
お
け
る
国
道
の

交
通
確
保
に
ご
協
力
を

北
陸
地
方
建
設
局
富
山
工
事
事
務
所

で
は
、
降
雪
期
を
迎
え
国
道
の
除
雪
作

業
や
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

次
の
よ
う
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す。・
道
路
上
に
車
を
放
置
し
な
い
。

・
雪
道
は
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
使
用
。

.
整
備

・
装
備
不
良
は
事
故
の
原
因
。

.
冬
期
間
の
道
路
情
報
を
確
認
す
る
0

.
燃
料
は
常
に
満
タ
ン
に
。

交
通
支
障
等
は
次
の
と
こ
ろ
へ

富
山
工
事
事
務
所

宮

0
7
6
4
@
1
7
0
1

黒
部
国
道
維
持
出
張
所

8
0
7
6
5
@
1
7
1
4
 

・
第
三
十
回
人
権
週
間

十
二
月
四
日
j
十
日

皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
困

っ
た
こ
と
ゃ
な
ゃ
み
を
お
持
ち
の
場
合ヘ
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..あなたと市政をむすぷ

へは法
務
局
ま
た
は
、
次
の
人
権
擁
護
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

告
@
γ
0
4
6
1

市
の
人
権
擁
護
委
員

野

崎

重

次

郎

出

二

八

宮
⑫
了
1
8
6
7

杉

山

博

吉

江

口

二

八

七

宮
@
了
5
8
6
8

藤
森
勘
作
蛇
回
四
八
一

O

告
の
了
7
2
9
3

大
愛
和
歌
子
友
道
一
二
五

O

宮
@
了
0
2
9
1

忠
二
本
江
一
三
五
九

g
a
T
0
3
4
4
 

高
瀬

-
特
設
人
権
相
談
所

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を
聞

き
ま
す
か
ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。マ
日
時
十
二
月
八
日
幽

午
後
一
時
i
四
時

マ
場
所
市
立
図
書
館

マ
主
催

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

魚
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

-
⑤
ゅ
う
び
ん
ミ
ニ
ガ
イ
ド

。
年
賀
状
の
差
し
出
し
は
お
早
く

年
賀
状
は
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。
元
旦
の
配
達
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
お
そ
く
と
も
、

年
賀
状
は
|
十
二
月
二
十
日
附
ま
で
に

小
包
は
|
十
二
月
十
五
日
幽
ま
で
に
お

出
し
く
だ
さ
い
。

。
年
賀
状
は
方
面
別
に

年
賀
状
は
、
負
津
市
内
、
県
内
、
県

外
に
区
別
し
て
、
簡
単
な
紙
札
を
つ
け

ひ
も
か
輪
ゴ
ム
で
十
文
字
に
束
ね
て
お

出
し
く
だ
さ
い
。

。
住
所
と
郵
便
番
号
は
正
し
く
、
ハ
ツ

キ
リ
と
せ
っ
か
く
の
年
賀
状
を
迷
い
子
に
し

な
い
た
め
に
も
、
あ
て
名
と
住
所
番
地

O
棟
。
号
室
や

O
O方
等
の
肩
書
、
郵

便
番
号
を
正
し
く
ハ
ツ
キ
リ
お
書
き
く

30，000円

10，000 

20，000 

50，000 

100，000 

30，000 

50，000 

20，000 

5，000 

4，000 

3，097 

100，000 

20，148 

31，118 

30，000 

100，000 

3，000 

30，000 

だ
さ
い
。
差
出
人
の
住
所
郵
便
萱
7
も

忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

ま
た
郵
便
番
号
が
違
う
た
め
、
元
旦

に
間
に
合
わ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

よ
く
確
か
め
て
、
ハ
ツ
キ
リ
お
書
き

く
だ
さ
い
。

-
年
賀
状
に
電
話
番
号
を

お
忘
れ
な
く
グ

年
賀
状
の
発
送
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

電
話
局
で
は
皆
さ
ん
の
電
話
の
か
け

損
じ
に
絶
え
ず
注
意
し
て
い
ま
す
。
か

け
損
じ
を
防
ぐ
に
は
相
手
の
番
号
を
よ

く
確
か
め
て
、
お
か
け
い
た
だ
く
以
外

に
決
め
手
が
あ
り
ま
せ
ん
。

年
賀
状
は
お
庖
の
P
R
と
相
手
に
電

話
番
号
を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
よ
い
チ

ャ
ン
ス
で
す
。

電
話
番
号
は
お
忘
れ
な
く
記
入
願
い

ま
す
。

16，093 

20，000 

5，000 

朝野治七経団西町

石橋美雪 新宿

芝山 清太本町二丁目

村沢勝男金浦町

三由和夫火の宮町

佐々木武上村木

野崎 弘友道

木内竹雄新角川一丁目

高木正夫三ケ

浦崎葉子 平伝寺

愛の募金箱高岡日大高校魚津校舎

等覚寺本町二丁目

魚津工業高校生徒会

辻 喜代治火の宮町

山口フサ新宿

笠木 昌雄本江

友田道治新角川二丁目

新川青年会議所

愛の募金箱

チャ リティー新川青年会議所

松本政成住吉

石崎茂政文化町

魚
津
電
報
電
話
局

-
雪
が
降
っ
た
ら
電
線
に

注
意
を

O
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
や
煙
突
な
ど
の

補
強
は
す
み
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

O
雪
で
木
の
枝
が
電
線
に
ふ
れ
ま
せ
ん

4
M
 

O
雪
お
ろ
し
の
際
に
は
電
線
に
は
ふ
れ

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
危
険
な
個
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
北

陸
電
力
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

北
陸
電
力
側
魚
津
営
業
所

-
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

保
安
点
検
の
お
知
ら
せ

十
二
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
の
消
費
設
備
の
保
安
点
検
を
行

い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

魚
津
地
区

上

口

三

三

O
戸

港

町

六

O
戸

諏
訪
町
二
二

O
戸

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

タオル 210枚

ノ〈スタオノレ 3キ文

石けん 81コ

ティシュペーノι 5箱

化学雑巾 3枚

アメ 75コ

トマトジュース10本

その他食料品・衣類

仏花 1対

吉本30冊

衣類47点

衣類30点

魚津 タバコ販売協同

組合婦人部 経 団

高村金一 入善町舟見

富 山市婦人ボランティア

あすなろグループ

広沢 育男滑川市追分

吉野睦子 大光寺

滑川市東地区婦人会

滑川市神明町 20，000円

東京都中野区上高

回 4丁目17番 50，000円

黒部市三日市 200，000円

真成寺町 10，000円

真成寺町 りんごlOkg1箱

ドラ焼 37個

市内

文化町

喜乃

ノプ

北野

五島

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
同
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
丁
5
3
4
0

-
自
衛
官
(
ニ
等
陸
・
海
・

空
士
)
募
集

マ
資
格
五
十
四
年
春
高
校
卒
(
見
込
)
の
男
子

又
は
、
十
八
歳
j
二
十
五
歳
未
満
の
男

子
。
マ
待
遇

。
特
別
職
国
家
公
務
員

O
各
種
技
術
の
修
得
可
能

。
衣

・
食

・
住
無
料

O
初
任
給
八
三
、
七

O
O円
十
か
月
た

て
ば
一
士
に
昇
任
し
九

O
、七

O
O円

。
各
種
手
当
支
給

。
詳
し
い
お
問
い
合
せ

・
ご
相
談

・
受

付
は
自
衛
隊
魚
津
市
募
集
事
務
所
へ
。

魚
津
市
上
村
木
野
田
ビ
ル
内

T
E
L
a
T
1
0
3
6
 

又
は
市
民
課
へ
。
(
内
線
2
1
5
)
へ。

薬玉 5個

新米30kg

10，000円

(15) 

八倉巻忠二

夫

子

孝

忠

花円

円

堀

高

高



はてと 刑木 しと
日、あ に孫彼たあ
蓮魚る 処左はとり
宗津。 大しエ当記
本町彼 音て門時し 享
行政は外に有一魚て保
山の初にき名家 津あ二
長基代主くでをのる年
教をの馬主あ捕か。百
寺き町殿馬るえく 年
宕づ奉皆殿。「れ 忌
牟い行人 当はキ に
許たやの 時りリ 際
む 。郡 首のつシ し
で菩代し 歌けタ て
あ提とめ に」ン 建
る寺し の鈴立

もじお辞火冬どたい 。 園ニ 園求まそ

1宅2票君 J冬バdEZマ ~ ~・h a高22宅て22
すんは図 Z外は、£げ- j a--E を載もぬ、残カら
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ま話てかと『とをと天佳 s .忌会奮 す、漁て気なの吹
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持む料ば宣言~ I "高軍 事 おぶZqgZ主

第三種郵便物認可…・広報うおづ

その位1)

市指定昭和27年4月1日
所在魚津市本江鎮守神明宮前

石垣行パス上本江下車徒歩10分

お

う

お

と

し

ゅ

的

大

音

主

馬

の

碑

こ
の
碑
は
本
江
神
明
宮
前
の
丸
塚
の
上
に
、

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
年
ふ
る
た
老
杉
に
守
ら

れ
な
が
ら
市
内
を
見
下
し
て
い
る
。
大
音
主

馬
は
魚
津
初
代
町
奉
行
で
あ
り
、
越
中
郡
代

(
盗
財
等
改
方
)
兼
帯
で
あ
っ
た
。
知
行
四

千
石
で
寛
永
四
年
(
一
六
二
七
)
魚
津
城
が

廃
城
に
な
り
、
城
主
青
山
氏
と
交
代
し
て
赴

任
し
た
。
碑
面
に
は
、

大
音
氏
故
遠
成
院
殿
享
安
日
全
大
居
士

厚
用
碑

昭和53年12月1日発行-・あなたと市政をむすぷ

敵
歩
に
い
こ
う

。。

魚
津
保
育
園
ひ
ま
わ
り
組
保
母

千

大

伴

恵

「
今
日
は
カ
ニ
が
入
っ
た
よ
U

と
、
い

う
お
母
さ
ん
か
ら
の
知
ら
せ
を
、
つ
け
て

見
学
に
ゆ
き
ま
し
た
。

「
ワ
ァ
l
。
い
っ
ぱ
い
い
る
な
あ
」

「
こ
の
カ
ニ
ゆ
で
る
が
」

「
ど
ん
な
な
べ
か
な
あ
」

「
こ
れ
く
ら
い
だ
よ
」
(
手
を
い
っ

ぱ
い
に
広
げ
て
み
せ
る
)

漁
業
に
従
事
し
て
い
ヲ
豪
庭
も
多
く
、

カ
ニ
に
は
見
慣
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

も
、
港
で
差
し
出
さ
れ
た
カ
こ
に
は
、

こ
わ
い
の
か
ち
ょ
っ
と
の
聞
は
、
手
を

出
そ
う
と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
一
パ
イ
ず
つ
カ
ニ
を
も
ら
っ

て
、
そ
れ
を
手
に
意
気
揚
々
と
園
に
帰

え
り
ま
し
た
。

印刷/魚津印刷株式会社

市
議
の
年
賀
状

自
粛
申
し
合
わ
せ

市
議
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
本
年
も
年
賀
状
の
自
粛
を
代

表
者
会
議
に
お
い
て
申
し
合
わ
せ

が
な
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

ご
理
解
を
願
い
ま
す
。

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
広
報
広
聴
係

宮
内
線
2
3
8
番


